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１.はじめに 

本施設は大阪府吹田市に建設された収容人数 40,000 人の
西日本最大のサッカー専用スタジアムである．ガンバ大阪の

新ホームグランドとなる本スタジアムはサポーターや企業の

寄付金のみで建設された日本で初めてのスタジアムである．

建物規模は地上 6 階建て，延床面積 66,300m2のスタジアム

で国際サッカー連盟（FIFA）主催のワールドカップの開催基
準を満足した仕様である．大規模スタジアムの建設において，

躯体工事の大部分を占めるスタンド部分の生産性・施工性の

向上は全体工期を大きく左右する要因であり，その解決策と

してプレキャスト（PCa）工法が多数採用された．建設不況
に伴う建設作業員の減少や高齢化による工期の遅延が本工事

でも問題視されていたが，PCa工法を活用する事で全体工期
22ヶ月の短工期を実現する事ができた． 

 

写真-1 完成写真 

 

２．建築概要 
2.1 建築概要 

工事名称 ：市立吹田サッカースタジアム 
発注者名 ：吹田スタジアム建設募金団体 
所 在 地 ：大阪府吹田市千里万博公園 23-1 
用  途 ：サッカースタジアム 
階  数 ：地上 6階 
建築高さ ： 40.33 m  
建築面積 ： 24,650.91 m2 

延床面積 ：66,355.02 m2 
構    造 ：RC造（一部 PCaPC造） 
設    計  ：株式会社 竹中工務店 
監    理  ：株式会社 竹中工務店 
施  工  ：株式会社 竹中工務店 
P C施工  ：株式会社 ピーエス三菱 大阪支店 
P C製作  ：ピー・エス・コンクリート株式会社 

        兵庫工場・水島工場・滋賀工場 
        株式会社 ピーエス三菱 

久留米工場 
キョクトウ高宮 株式会社 
松坂興産 株式会社 
ツルガスパンクリート株式会社 

工  期 ：2013年 12月～2015年 9月 
P C工期 ：2014年  5月～2015年 6月 
 

2.2 構造計画概要 

本施設は長辺方向 210m，短辺方向 160m であり，メイン
フレームは 8.6m×10.75mのグリッドで形成されている．ス
タンドの主要構造は多人数での群集歩行や振動防止を考慮し

た鉄筋コンクリート（RC）造であり，断面の縮小化やひび割
れ対策としてプレストレストコンクリート（PC）造が採用さ
れている．柱は現場打ちであるが，スパン梁，桁梁は PCaで
ある．架構形式は純ラーメン構造で，鉄骨屋根は免震装置を

介してスタンド架構に支持されている．図-1にグリッドイメ

ージを示す． また，段床版を支持する段梁も PCaであるが，
比較的スパンの短い 3階の段梁は PCaRC造，スパンの長い
6階の段梁は PCaPC造として計画された． 

 
図-1 グリッドイメージ図 
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３．工事概要 
3.1 スタンド部分の PCa化 

PCa化する範囲はコストおよび工期において最適となるよ
う打ち合わせを行い，梁は PCa,柱は現場打ちとする方針を立
て,工場の生産能力や必要な型枠数などに応じて,工場 PCa部
材とサイト PCa部材への仕分けを行った．当社の担当箇所は，
2~5階レンコン梁・先端梁・6階段梁・段床版である．  

2階から 5階のコンコース部分は，接合部一体型の PCa部
材を製作したのち工場にて緊張工事を実施し，6 階段梁は工
期短縮と高所での施工性を考えて PCa 化した部材を地上で
圧着接合によって一体化する設計とした． 
コンコース部における 1グリッドの施工順序は，現場打ち

柱を打設したのち現場内で先端梁を一体化させたレンコン梁

を架設.桁梁の架設，先端小梁の架設の後，接続部のコンクリ
ートおよびスラブの打設を行い 1グリッドの架構が形成され
る．コンコース部施工状況を写真-2に示す． 

  

  

写真-2 コンコース部施工状況 

 
3.2 PC段床版 

PC段床版は，全部材を PCaとして，プレテンション方式
によりプレストレスを導入している． 
部材形状は，剛性の向上と部材数削減を目的として，1 枚

の版に 2つの段を設けた 2段床（標準スパン 8.6m）である．
図-2に標準断面を示す．部材数は 1537pであり 4つの工場で
分担して製作を行なった． 
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3.3 PCaPC段梁の施工 

PCaPC 段梁の本数は,メイン,アウェイ,バックスタンド
（以下標準タイプ）36本,コーナースタンド 16 本,ホームス
タンド 10本の合計 62本であった．標準タイプおよびコーナ
ースタンドは,現場内の緊張ヤードに圧着接合用の架台をそ

れぞれ 6 台と 8 台設置し,その架台上で 2P～3P に分割した
PCaPC 段梁部材を圧着接合させて架設する計画であった.標
準タイプ,コーナースタンドの緊張作業は，現場内に設けた圧

着接合架台上で行うことで,作業しやすい環境を整え，作業の

簡略化および工期短縮を図った.ホームスタンドの緊張作業

は架設後の状態で下斜め方向からの緊張となったため, 常に
ジャッキを吊った状態で作業ができるよう緊張専用にクレー

ンを使用する計画とした.写真-3に緊張作業状況を示す. 

    
写真-3 緊張作業状況（左標準タイプ,右ホームスタンド） 
標準タイプは緊張・PC グラウト後,PCaPC 段梁にサイト

PCa部材の取付けを行い,ホームスタンドではPCaPC段梁仮
置き後，PC鋼線を入線しサイト PCa部材の取付けを行った.
取付後は PCaPC段梁とサイト PCa部材との機械式継手およ
び目地にモルタルを充填し,モルタルの強度発現後に PCaPC
段梁の架設を行った.写真-4 に PCaPC 段梁の架設状況を示
す. 

写真-4 段梁架設状況（左標準タイプ,右ホームスタンド） 
 

４．まとめ 
職人不足による工期の遅延が問題視されている中，本工事

は PCa 工法を活用することで現場作業の省力化と品質確保
を行い短工期を実現することができた． 
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屋田研郎 坂梨嘉洋 成田裕史 井手章太 図-2 PC段床版の標準断面 


